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雨乞岳
～Ｈ２７．５．９～

曇り空の中、雨の心配をしながら、6：00にレンタカーで22名は出発する。新清水インターからＫ52号線を進み、中央道・韮崎インターで降りてＫ20号線沿いの「道の駅」でトイレ休憩をする。ヴェレッチ白州のキャンプ場に向けて出発する。登山口は平久保池の少し上にある。雨がパラパラしてきたので身支度をして出発する。この道は途中までキャンプ場の遊歩道になっているので、木の階段で整備されている。ちょうど木々の芽吹きが始まり、緑色が爽やかで気持ちがよい。水場を過ぎたころから、登山道は急になり汗をかきかき登る。ガレ場のヤセ尾根に出ると、特徴のある日向山と雪をつけた甲斐駒・鳳凰が見える。登山道は急になったり、なだらかになり息がつけて登りやすい。1906m地点には残雪があり空気もいくらか冷たい。「後40分」の標識に励まされ一気に山頂に立つ。山頂はきれいに整備され22名でも余裕で座れた。昼食にするが、寒くなってきて早々に下山する。「下山は早いぞ」と言う言葉の通り2時間で登山口に着いた。心配した雨も多くは降らず良い山行だった。
コースタイム；平久保池登山口905…游歩道終点1005-10…ガレの上1110-15…雨乞岳1158-1230…階段1400…登山口1430
静岡西支部　Ｓ・Ｏ
